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恒
例
の
慰
霊
の
日
か
ら
始
ま
る
特
別

展
が
、「
沖
縄
戦
時
下
の
住
民　

か
く

し
て
沖
縄
は
戦
場
と
な
っ
た
」
の
タ
イ

ト
ル
で
六
月
二
十
三
日
か
ら
八
月
二
十

九
日
の
日
程
で
企
画
展
示
室
で
催
さ
れ

ま
し
た
。 

　

こ
れ
は
沖
縄
県
平
和
祈
念
資
料
館
が

企
画
収
集
し
た
資
料
を
借
用
し
、
普
段

あ
ま
り
摩
文
仁
ま
で
足
を
運
ぶ
こ
と
が

少
な
い
、
那
覇
市
民
・
県
民
に
広
く
見

て
も
ら
お
う
と
企
画
し
た
も
の
で
す
。 

　

平
和
教
育
で
訪
れ
た
、
児
童
・
父
母

や
一
般
見
学
者
に
対
馬
丸
事
件
以
外
に

沖
縄
戦
の
一
面
を
伝
え
る
展
示
と
な
り

ま
し
た
。 

　

慰
霊
祭
に
先
立
つ
八
月
十
一
日（
土
）

に
、
い
し
が
き
児
童
合
唱
団
（
指
揮 

砂
川
富
貴
子
）
に
よ
る
平
和
コ
ン
サ
ー

ト
が
館
内
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
場
に

は
、
今
回
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
、『
あ
ぁ

　

対
馬
丸
』
三
部
作
の
〝
啓
子
ち
ゃ
ん

生
き
た
〞
に
歌
わ
れ
て
い
る
、
平
良
啓

子
さ
ん
も
駆
け
つ
け
、
熱
心
に
耳
を
傾

け
て
い
ま
し
た
。 

　

終
了
後
同
曲
の
作
者
、（
故
）
石
坂

真
砂
さ
ん
の
お
嬢
さ
ん
で
同
じ
く
シ
ャ

ン
ソ
ン

歌
手
の

石
坂
美

砂
さ
ん

も
団
員

達
と
語

ら
う
な

ど
、
曲
の
取
り

も
つ
不
思
議
な

縁
に
包
ま
れ
ま

し
た
。 

　

本
番
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
館
内
い
っ

ぱ
い
に
、美
し
い
歌
声
が
響
き
わ
た
り
、

感
動
の
あ
ま
り
目
頭
を
押
さ
え
る
遺
族

も
い
ま
し
た
。 

　

対
馬
丸
犠
牲
者
を
追
悼
し
、
平
和
の

有
り
難
さ
を
感
じ
さ
せ
る
素
晴
ら
し
い

コ
ン
サ
ー
ト
で
し
た
。 

　

平
成
十
九
年
度
対
馬
丸
慰
霊
祭
が
小

桜
の
塔
に
て
例
年
通
り
執
り
行
わ
れ
ま

し
た
。 

　

沖
縄
総
合
事
務
局
福
井
武
弘
局
長
を

始
め
、
翁
長
雄
志
那
覇
市
長
（
與
儀
弘

子
那
覇
市
副
市
長
代
理
出
席
）
ほ
か
多

数
の
ご
来
賓
の
ご
臨
席
が
あ
り
ま
し

た
。 

　

式
典
に
先
立
ち
、
那
覇
市
立
若
狭
小

学
校
の
児
童
に
よ
る
、
平
和
詩
の
群
読

や
小
桜
の
塔
の
歌
が
捧
げ
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
首
里
城
下
に
チ
ョ
ウ
を
翔

ば
そ
う
会
の
ご
協
力
で
オ
オ
ゴ
マ
ダ
ラ

百
頭
が
放
蝶
さ
れ
荘
厳
な
雰
囲
気
の
慰

霊
祭
と
な
り
、
犠
牲
者
に
対
し
て
心
を

新
た
に
平
和
を
誓
い
ま
し
た
。 

　

遺
族
・
生
存
者
が
高
齢
化
さ
れ
て
い

く
中
、
参
列
者
の
減

少
が
懸
念
さ
れ
ま
し

た
が
多
数
の
ご
参
列

焼
香
を
戴
き
、
今
年

も
無
事
慰
霊
祭
を
終

え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。 

  

 

平
成
十
九
年
下
半
期
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
を
ま
と
め
て
ご
報
告
致
し
ま
す
。 

第
八
回  
特
別
展 

平
和
コ
ン
サ
ー
ト 

対
馬
丸
慰
霊
祭 

與儀弘子那覇市副市長（翁長雄志那覇市長弔辞代読） 那覇市立若狭小学校の児童達 

ご来賓の方々とともに旭ヶ丘公園に蝶を放しました 
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評
議
員　

ゆ
た
か
は
じ
め
氏
に
よ
る
新
聞
エ
ッ
セ
イ
で
す
。 

　

慰
霊
祭
に
引
き
続
き
、
独
立
行
政
法

人
海
洋
研
究
開
発
機
構　

加
藤
美
志
彦

監
事
に
よ
る
、「
対
馬
丸
発
見
|
あ
れ

か
ら
十
年
|
」
と
題
し
て
講
演
が
行
わ

れ
ま
し
た
。 

　

自
身
の
沖
縄
と
の
か
か
わ
り
と
、
対

馬
丸
発
見
時
の
事
務
方
と
し
て
の
苦
労

話
な
ど
新
た
な
内
容
の
講
演
で
し
た
。 

　

沖
縄
県
民
の
大
き
な
関
心
事
と
な
っ

た
教
科
書
問
題
で
す
が
対
馬
丸
と
も
ま

る
っ
き
り
無
縁
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

　

県
民
大
会
に
は
個
人
と
し
て
で
は
あ

り
ま
す
が
、
髙
良
会
長
ほ
か
役
員
が
参

加
し
ま
し
た
が
、
県
民
の
静
か
な
が
ら

も
熱
い
集
会
に
心
が
揺
さ
ぶ
ら
れ
ま
し

た
。
こ
れ
を
契
機
に
、
対
馬
丸
記
念
館

で
も
対
馬
丸
事
件
や
沖
縄
戦
を
ど
う
次

の
世
代
へ
伝
え
て
い
く
か
新
た
な
課
題

へ
取
り
組
む
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

　

開
館
以
来
の
懸
念
で
あ
っ
た
、遺
族
・

生
存
者
以
外
の
語
り
部
を
養
成
す
べ
く

対
馬
丸
記
念
館
語
り
部
養
成
講
座
が
開

講
し
ま
し
た
。 

　

募
集
に
応
じ
て
く
れ
た
受
講
者
五
人

に
対
し
て
、
十
・
十
一
月
の
四
日
間
全

十
一
講
座
が
、
記
念
館
役
員
・
髙
良
政

勝
、
外
間
邦
子
、
渡
口
眞
常
、
生
存
者
・

喜
屋
武
盛
守
、
上
原
妙
、
儀
間
真
勝
、

上
原
清
、
平
良
啓
子
、
語
り
部
・
友
寄

賢
吉
、
外
部
有
識
者
・
比
嘉
正
詔
（
沖

縄
平
和
祈
念
堂
管
理
事
務
所
長
）
の
各

講
師
に
よ
り
、
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

　

事
務
局
が
作
成
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

そ
っ
て
各
テ
ー
マ
ご
と
に
学
習
し
た
あ

と
、
受
講
者
の
感
想
と
決
意
表
明
が
あ

り
、
そ
の
後
髙
良
会
長
よ
り
修
了
証
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。
受
講
者
に
は
今
後

語
り
部
の
サ
ポ
ー
ト
と
し
て
経
験
を
積

み
順
次
活
動
し
て
戴
く
予
定
で
す
。 

 　
　

 

　

 

対
馬
丸
発
見
十
周
年
記
念
講
演 

教
科
書
問
題 

語
り
部
養
成
講
座 

　

 



視　

察 

□
9
月
3
日 

　

内
閣
府
沖
縄
振
興
局　

清
水
治
局
長

（
写
真
右
）が
来
館
さ
れ
ま
し
た
。 

　

髙
良
会
長
よ
り
概
要
を
ご
説
明
申
し

上
げ
、
そ
の
後
館
内
を
ご
視
察
頂
き
ま

し
た
。 

　

随
行
で
、
沖
縄
政
策
担
当
担
当
・
新

大
学
院
大
学
企
画
推
進
室
担
当　

小
河

俊
夫
審
議
官
（
中
央
）、
新
大
学
院
大
学

企
画
推
進
室　

小
桐
間 

徳
企
画
官

（
左
）も
来
館
さ
れ
ま
し
た
。  

□
7
月
21
日 

　

那
覇
市
教
育
委
員
会　

桃
原
致
上
教

育
長
。 

　

桃
原
教
育
長
に
は
、
平
和
教
育
に
お

け
る
対
馬
丸
記
念
館
の
役
割
や
、
現
況

を
説
明
申
し
上
げ
、
市
内
小
学
校
児
童

の
来
館
促
進
を
お
願
い
致
し
ま
し
た
。 

□
7
月
24
日 

　

内
閣
府
沖
縄
振
興
局
総
務
課　

横
山

幹
生
課
長
補
佐　
　
　
　
　
　
　
　
　

□
8
月
13
日 

　

内
閣
府
沖
縄
振
興
局
参
事
官
（
特
定

事
業
担
当
）
付　

勅
使
瓦
正
志
参
事
官

補
佐 

 

□
9
月
16
日 

　

台
湾
か
ら
財
団
法
人
陳
文
正
博
士
記

念
基
金
会
の
陳
健
宇
氏
ら
財
団
の
皆
様

が
平
和
交
流
の
た
め
来
日
。初
日
に
対

馬
丸
記
念
館
を
訪
れ
ま
し
た
。 

　

一
行
は
こ
の
後
、
約
一
ヶ
月
か
け
て

長
崎
、
広
島
、
京
都
、
東
京
と
平
和
交
流

を
続
け
ま
し
た
。 

□
10
月
10
日　
　

 
　

兵
庫
県
議
会
文
教
常
任
委
員
会
（
矢

尾
田
勝
委
員
長
）十
三
名
。 

記
者
会
見 

□
11
月
7
日　
　

 

　

大
阪
の
劇
団
A
R
K
戦
後
六
十
二
年

企
画
と
し
て
映
画
「
銀
の
鈴
|
対
馬
丸

へ
の
レ
ク
イ
エ
ム
|
」
の
プ
レ
ス
発
表

が
記
念
館
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
の
会
見
で
は
髙
良
会
長
、
上
原
前

会
長
同
席
の
も
と
、
斉
藤
勝
監
督
が
映

画
の
概
要
と
主
な
出
演
者
を
紹
介
し
ま

し
た
。映
画
は
対
馬
丸
事
件
を
モ
チ
ー

フ
と
し
た
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
す
。対
馬

丸
記
念
会
は
映
画
の
製
作
委
員
会
へ
協

力
と
い
う
か
た
ち
を
取
っ
て
い
ま
す
。 

平
成
二
十
一
年
春
に
完
成
予
定
で
す
。 

イ
ベ
ン
ト 

□
11
月
8
日 

　

第
七
回
ち
ゃ
ー
が
ん
じ
ゅ
ー
講
座

「
認
知
詔
の
予
防
」
が
、
講
師
に
博
愛
病

院
院
長
金
城
博
先
生
を
お
招
き
し
て
実

施
さ
れ
ま
し
た
。当
日
会
場
と
な
っ
た

企
画
展
示
室
に
は
約
百
名
の
聴
衆
が
訪

れ
、
脳
の
活
性
化
に
よ
る
認
知
詔
の
予

防
や
運
動
方
法
、
日
常
生
活
で
の
心
が

け
に
な
ど
に
つ
い
て
、
熱
心
に
メ
モ
を

取
る
参
加
者
も
い
ま
し
た
。 

　

先
生
の
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
お
話
は
、

会
場
を
終
始
笑
い
で
包
み
、
和
や
か
な

講
演
と
な
り
ま
し
た
。 

ご  

寄  

附 

□
7
月
16
日
〜
12
月
5
日 

那
覇
バ
プ
テ
ス
ト
協
会
、
た
か
ら
歯
科
、

外
間
邦
子
、
髙
良
政
勝
、
石
原
昌
保
、
立

正
佼
成
会
練
馬
協
会
、石
坂
美
砂
、部
落

解
放
同
盟
大
阪
府
連
合
会
、
土
肥
義
胤
、

上
原
妙
、
外
間
宏
栄
、
宮
城
マ
リ
ア
、
大

阪
市
立
大
領
小
学
校
、金
城
博
、堀
川
澄

子
外
三
名
、
吉
永
小
百
合（
第
二
楽
章
を

語
り
継
ぐ
会
） 

　

以
上
の
方
々
か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。 
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